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日程１ 開会の宣告 

 

（委員長） 

皆さんこんにちは、定刻でございますから、只今より本年の第１回目の１月の定例教

育委員会を開催したいと思います。いろいろと世の中が変化をしておりまして、今後ど

ういう世の中になっていくのだろうかと、いろいろなところで書かれているわけですけ

ど、まさしく言えることは、政治、経済について、ほとんどが中心にかいてありますが、

本当に今までの拡大路線だとか成長路線だとか、そういうことが続けられる世の中では

なくなってきたんではないかなということで、その辺の見直しをきちっとしていかない

と。そういう今までの路線が続かないんではないかというのが、大方のご意見でござい

ます。言われて考えますと、教育というのも世の中が変わってくるわけですから、身の

回りのことを大切にする政策など、そういうことを今後政策として考えなければならな

いだろうなというふうに思います。 

昨年から、我々教育委員会の方で、まなざし運動を掲げて取り組んでいるわけですけ

れども、そういう意味では、自分のお膝元、自分の家庭のこと、その辺のことを大人が

きちっと子どもたちを見つめようと。そういう面おいては、今の流れの中にあっている

んではないかなという感じをしております。 

先だって、教育委員会の方で出していただきました、いわゆる就労のかなわない親に

対する援助につきましても、新聞等の評価も大変高うございまして、私たち教育委員の

発想ではなくて、事務局からの発想でこういうことをしていただいたわけでございます

けども、我々委員にも、いいことをしたという評価がありました。突然降ってきたよう

な経済的な事情で学校にいけない子どもたちが出てくることに対して、このような支援

をしますというような教育長の話しが新聞等で大変に評価をされていたわけです。聞く

ところによりますとかなりの件数で問い合わせがあっているということを聞いており

ますし、もう何軒かは決まるのではないかなということで、いい政策だったなと思う訳

であります。 今年一年間、そういう風でいろいろな知恵を出し合いながら、頑張って

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、本日 6 人中、6 人の委員が出席を致しておりますので、適法に委員会が成

立をいたします。続いて、本日の日程、２の会議録の報告をお願いいたします。 

 

（教育総務副課長）  

１２月２２日の会議録につきましては、１月２３日に委員の皆様に配布を致しており

ますとおりでごさいます。よろしくお願いいたします。   

 

（委員長） 

はい、ご覧になったと思いますが、何か訂正等あればどうぞ。お願いします。 

 

（Ｄ委員） 

１８ページの私の発言の中で、1 文字抜けてます。委員長のあとに発言させていただ

いた部分で、「とかいうたち」の「かたち」の「か」が抜けております。 

 

（委員長） 

かたちですね。はい他にございませんか。なければその分を訂正して承認とさせてい

ただきます。では、日程３の教育長の報告をお願いします。 

 

（教育長） 

１つ目は、委員長のご挨拶の中でもありました、高校受験料及び入学金に関わる入学

申請の件についてでございますが、締め切りが３月１９日までとしておりますので、次

回の２月２４日の定例教育委員会の際に、申請状況等につきまして、詳しく説明をさせ
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ていただきたいと思います。以下４点につきまして、ご報告させていただきます。 

その１つ目は、小・中学校施設在り方検討委員会の現状報告でございます。これは建

物をどうするかという施設そのものの建設の話ではございません。佐賀市内の児童生徒

の減少等々に伴って、望ましい学校規模や配置について、協議いただき、教育委員会の

方に答申をいただくという内容のものでございます。本日の午前中に、第４回目の検討

委員会を開きました。その中で、一度勉強会でもご報告したことでございますが、望ま

しい学校の規模、それから通学距離や通学時間、そして学校と地域社会との関連、こう

いった３点を総合的にとらえて、佐賀市の学校の配置を考えていきたい。どのように配

置を考えることが望ましいかということで検討をしていただくということになってお

ります。１２月に最終答申としておりましたが、若干早めることも考えております。な

かなか今日の議論でも、この３点を総合的に判断していくというのが難しい状況ではご

ざいますが、一応、今日、そこまでこの３点を総合的に考えて、佐賀市の学校の配置を

考えていくようにしましょうというところまで話を進めることができております。次回

は、２月１８日に第５回目を行いまして、中間答申の内容を固めることにしております。

大変難しい状況があります。この会は、統廃合ありきという会ではなくて、これからの

児童生徒の減少の中で、あるいは、さらに学校と地域社会の連携を強めていくには、あ

るいは子どもたちのより健全な成長のためにはどうあったらよいかという教育の質や

健全育成、あるいはより豊かな人間形成という観点から、どのくらいの規模の学校をど

こに設置することが、佐賀市として、２０年後、３０年後を見通してよいのかというこ

とを考えてもらうものでございます。県内でもいくつかの市、町で取り組みをしており

ますので、そういった状況などもお聞きしながら、よりよい答申になるよう検討協議を

していただきたいと思っております。本日の内容につきましても、近日中にアップする

予定でございますので、その際にご説明したいと思います。以上が１点目でございます。 

２点目は、委員の皆様に、今お配り致しましたプリントの件でございますが、１月  

２３日に佐賀市少年センター運営協議会というのが行われました。この中で、平成２１

年度の少年センターの事業計画ということで協議していただき、確認をしたというもの

でございます。私は、挨拶だけさせていただいて、その後、別の会に出席してしまった

訳ですが、お手元に配りました中身で、確認をしたということでございます。それを説

明させていただきたいと思います。 

平成２１年度少年センター事業計画、１番が運営方針、２番が重点事項、及びその報

告。その中で２１年度の重点項目は、中高生の自転車通行マナーの指導強化、要するに、

自転車の乗り方、夜間電気をつけるですとか、二人乗りをしないとか、併走して乗らな

いとか、幾つかの自転車通行マナーです。 

２つ目は、有害サイトから子どもたちを守る取り組みということでインターネットで

すとか、書店等との関係で、有害サイトなどについての指導をしていきたいという中身

でございます。 

３つ目が、巡回指導として、いくつかの場所、ゲームコーナーの大型店舗ですとか、

少し人通りの少ないようなところを巡回しながら指導しようとか、この３点目は従来か

ら行っておりますところですが、こういうところが平成２１年度の重点ということにな

っております。現在、専任補導員というのが少年センターには４人おります。それから

少年育成委員といいますのが、各小学校区に数名おりまして、全体で１３０名の少年育

成委員の方がおります。この人たちが巡回指導をしているということでございます。ま

た、コンビニ等のたまり場などにも行きまして、声をかけていくということをやってお

ります。教育委員さんにお配りしました１１ページ、１２ページに補導活動というのを

掲載しているかと思います。１２ページの後半からは相談活動というものもやっており

ます。そして、１３ページには、広報啓発活動と環境浄化活動、この大きく４本の柱で

２１年度の活動を進めていくということになっております。例年やっております青少年

非行防止大会も、この一環で行われているものでございます。時間の関係で中身までひ

とつひとつ紹介できませんが、大きく少年センターとして、青少年の非行防止というこ
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とで、このような取り組みを毎年やっておりますが、過日ありましたので、その紹介を

させてもらいます。以上が２点目でございます。 

３点目、４点目は項目だけでございます。まず、まなざし運動でございます。毎回こ

の定例教育委員会で報告しておりますが、今日も、この後の報告事項の中に、まなざし

運動につきまして、経過報告をすることになっておりますので、そちらに内容を譲りた

いと思います。 

最後、４番目、１月１１日に各教育委員さんにもご出席いただきました成人式がござ

いました。成人式のことにつきましても、報告事項に載っております。その報告がされ

た際に、各教育委員さんが出席された会場のご様子など、お聞かせいただければ、あり

がたいと思います。時間の関係にもよりますが、来年度に向けてご意見等ありましたら

お聞かせいただければと思っております。 

今回、大変簡単な中身となりましたが、私からの報告とさせていただきます。以上で

ございます。 

 

（委員長） 

教育長の報告ということで、皆さん方何か質問等ございましたらお願いいたします。 

なければ、次にいきます。第２６号議案 佐賀市教育委員会公印規則の一部を改正する

規則についてということでよろしくお願いいたします。 

  

（こども教育部長兼教育総務課長） 

それでは、公印規則の一部を改正する規則につきまして、ご説明を致します。佐賀市

教育委員会には教育委員会の印、委員長の印、教育長の印それらを始めとしまして、  

１２種類の公印がございます。これらの公印につきましては、公印規則に基づいて、管

理と使用をしているところでございます。今回の規則の改正につきましては、２つの理

由がございます。１つは、公印の管理をする権限は現在教育長にございますが、市長部

局におきまして、公印については、総務法制課長が管理をいたしておりますので、教育

委員会におきましても、今回から管理者を教育長から教育総務課長に変更をしようとす

るものでございます。そのことにつきましては、２ページ目の上から４行目にございま

すが、第８条中「教育長の」を「その」に改めるになっておりましたが、これだけ見る

と分かりませんが、この頭の方には、教育総務課長の決裁を経て、教育長の許可をとる

というふうに、今までのはなっておりましたが、今回からは教育総務課長に提出をし、

教育総務課長の決裁を経てとなりますので、その決裁を経てということで、「その」部

分を改正をするものでございます。 

２つ目の理由でございますが、学事課におきまして、学校等に、電算システムを導入

することにいたしております。入学通知表等に電子印を使用することとなります。それ

に関します規則の改正で、これは中程にございますが、第１０条を第１１条とし、次の

１条を加えるということで、第９条というものがございます。ここに書いている部分を

新たに改正でもって挿入をするということでございます。あと改正がございますが、こ

れは２点の改正に伴う行ずれ、あるいは字句の整理というのが、この規則の改正でござ

います。  

 

（委員長） 

第２６号議案について、説明いただきました。何かございましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。承認ということで、次に行きます。第２７号議案にいきます。佐

賀市の公民館条例を一部改正する条例についてということでお願いします。 

 

（社会教育課長） 

 佐賀市公民館条例の一部を、次のように改正する説明を致します。三瀬公民館を、現

在建て替え中でございまして、公民館を２階建てから平屋になりまして、部屋数を整理
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した結果、次のページ 6ページに書いておりますように、上の方から下のように改正す

るものでございます。 

 

（委員長） 

 三瀬公民館の使用料の改正ということで、ご提案がありましたがいかがでしょうか、

ご質疑ありましたらどうぞお願いいたします。 

 

（Ｃ委員） 

 調理実習室のガス代等も含めて、この使用料ですか。 

 

（社会教育課長） 

 はいそうです。 

 

（Ｂ委員） 

私もよく公民館を使わせてもらっているのですが、例えば旧市内の公民館は無料です

よね。それで、町村合併してからのことですから、この三瀬のことはお金を取る、取ら

ないというそこらへんは、どこで確認してどういうふうにこういうふうになっていくの

か経過を教えていただきたい。 

 

（社会教育課長） 

当座このようにしておりますが、合併してからの料金については来年いっぱいで整理

するようにしております。どうなるかは、社会教育委員さんの意見を聞きながら決定す

ることになります。 

 

（Ｂ委員） 

もう少し補足しますと、私は旧市内の公民館いっぱい使用させていただいております

が、非常に、お金を取っていただけない時は、ありがたいと思いながらこれでいいのか

なと思いながら、あるいは少し旧市内は取ったほうがいいのかなとか、取らないのも利

用しやすいなといろんな思いがあるものですから、今後利用の仕方あるいはお金の徴収

の仕方というのを検討していただきたいなと思いがあります。   

 

（社会教育課長） 

合併後、５年間くらいの間に調整するということになっておりますので、当座は、今

の公民館のままとしております。その間に調整するということです。    

 

（委員長） 

他にありませんか。なければ、承認ということで進めさせていただきます。第２８号

議案佐賀市立公民館館長の任命についてお願いいたします。 

  

（社会教育課長） 

佐賀市公民館館長の任命について、ご説明申し上げます。次の８ページに名前を挙げ

ておりますが、公募により２年の任期が終了した場合、次の２年は公募ではなく、再任

できるとなっておりますので、１０名の任命をお願いするものです。他の公民館と合併

の川副の公民館、３館については、２月１日の市報で公募することになっております。

以上です。 

 

（委員長） 

今のご説明、何かご質問ございませんでしょうか。先だって、勉強会でもございまし

たよね。今後選任されるのは、後になりますということで、よろしいですか。それでは、
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第２８号議案は承認ということで、進ませていただきます。第２９号議案佐賀市立図書

館条例の一部を改正する条例について、お願いします。 

 

（図書館長）  

９ページにもありますけれど、今回の改正は、本年 7月開館予定の三瀬公民館内に市

立図書館の５つ目の分館を設置することに伴いまして、その条例の改正を行うもので

す。中身につきましては、１０ページの方を見ていただきたいと思います。条例第２条

第２項に佐賀市立図書館三瀬館の名称と位置を加えるものです。１０ページ、１１ペー

ジの方で、現行と改正案について、１１ページに書いておりますけれども、市立図書館

富士館の下に、佐賀市立図書館三瀬館として、その位置を佐賀市三瀬村三瀬２６１５番

地ということで書き加えるものです。三瀬館につきましては、他の館と離れておりまし

て、三瀬地域の拠点となる施設のため、分館という位置付けにしております。名称は、

「佐賀市立図書館三瀬館」となりますけども、地域の人口規模等を考慮して、現在、旧

市内に分室がありあますけれども、分室と同規模の整備を行うのであります。 

施行日につきましては、当該施設の共用開始日が決定しておりませんので、別途、教

育委員会の規則で定める日から施行するものとして、後日 3月議会で条例改正案が可決

になりましたら、その後に、定例教育委員会に諮り決定をしたいと思っております。以

上です。  

 

（委員長） 

第２９号議案について、説明していただきました。質疑ありましたら、どうぞよろし

くお願いします。よろしいでしょうか。それでは、承認ということで、次に移らせてい

ただきます。第３０号議案佐賀市立久保田公民館運営審議委員会の委嘱についてという

ことでお願いいたします。 

  

（久保田出張所教育課長） 

佐賀市立久保田公民館運営審議委員会委員の委嘱について、ご説明をいたします。久

保田公民館運営審議会の委員は１１名いらっしゃいまして、この中に民生委員・児童委

員協議会副会長さんに委員として入っていただいております。今回、副会長さんが交代

されましたので、今日の提案になっております。よろしくお願いいたします。 

 

（委員長） 

第３０号議案について、今説明がありました。Ｂ委員さんから中尾委員さんに変更を

するということで、役職の変更ということで、新しい人にということです。何かありま

せんか。よろしいですか。それでは、第３０号議案も承認ということで進ませていただ

きます。それでは、報告事項に移ります。まず始めに、平成 21 年度教育委員会新規事

業重点事業についてということでお願いします。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

別冊の方を見ていただきたいと思います。平成２１年度佐賀市新規事業・重点事業一

覧。こども課から新規事業についてです。まず１番目に、事業名と致しまして、特別支

援のための相談事業としております。これは、近年保育、幼稚園の方で特別な支援を必

要とする子どもが増えてきております。そういうことで、保育園、幼稚園も対応を苦慮

しております。それからまた保護者に対する助言等も必要度が年々増しております。そ

れらの専門的な知識を持つ指導員を 1名こども課に配置いたしまして、保護者への助言、

あるいはまたは保育士、幼稚園教員への指導、助言に当たっていきたいと考えておりま

す。要求額と致しまして、２００万円ではございますが、これは指導員に対する報酬で

ございます。この詳細につきましては、３ページの方に掲げております。 

続きまして、こども課の２番、３番関連ですので、あわせて説明させていただきます。
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２番目が本庄幼稚園給食事業、３番目が預かり保育事業でございます。これは、唯一の

公立の幼稚園として、本庄幼稚園がある訳でございますが、年々園児が少子化の影響も

ありますが、減少しています。そういうことで、園児の減少に歯止めをかける必要もご

ざいます。また一定の園児を確保しながら、公立幼稚園としての役割も果たしていく必

要があります。このことにつきましては、数ヵ月前にご説明したところでございますけ

れども、そういうことで、この給食の事業と預かり保育を行うものです。給食につきま

しては、来年度、再来年の２ヵ年間、５歳児のみを対象としまして試行いたします。弁

当を希望される方に対しては、弁当を持ってきていただいてもいいというかたちでやっ

ていきたいと思っております。それから実際の給食は隣の本庄小学校の給食を活用し

て、小学校のランチルームの方で給食を食べるというかたちを取ります。そういうこと

で給食の準備、それから下の預かり保育を新たに行いますので、臨時の職員を１名配置

する予定でございます。それに要する経費が約３０万、残りの約４５万が食器等の消耗

品購入の予算でございます。預かり保育につきましては、対象となる児童は保育に欠け

る園児でございまして、この子どもを１８時まで預かり保育を実施を致します。それか

ら、これ以外でも臨時、緊急に必要な場合があると思いますので、そういう場合の一時

預かりを実施をする予定でございます。こども課は以上です。 

 

（こども教育部長兼教育総務課長） 

重点事業教育総務課分について、２つの事業をご説明いたします。１点目は、小中一

貫校の研究でございますが、ご承知のとおり、佐賀市内には現在、芙蓉校、それから北

山校という校舎一体型の小中一貫校を２校開設を致しております。今後につきましても

佐賀市教育委員会としましては、小中一貫教育を進めていくという方針を定めておりま

すが、今回の重点事業におきまして、今後も小中一貫校を進めるそれに当たる研究をし

ていきたいと考えております。対象と致しましては、小中一貫がやりやすい環境にある

ところ、例えば、そこの校区において中学校と小学校が 1校ずつである、あるいは校舎

が非常に近い、そういう環境にあるところから、小中一貫校を進めていくと、そのため

の研究を２ヵ年間やりたいということが１番目の小中一貫校の研究でございます。 

それから、２つ目は、こどもへのまなざし運動でございます。平成２０年度から始め

てまいりました。知名度を上げることを第 1の目標と致しまして、今やっております。 

２年目に入る平成２１年度につきましては、充実を図っていこうということで、以下に

掲げております広報活動、まなざしリポーターに、今回力を入れてやっていこうという

ことでございます。この後まなざし運動そのものの平成２０年度の事業等につきまし

て、ご報告を致しますが、企業等の参加についても２４０を超えております。平成２１

年度につきましては、特にまなざしリポーターという方を１０名募集いたしまして、こ

の方々が、街中で、いろんなまなざし運動に関する話題等を拾っていく中で、まなざし

運動を広げていこうということでございます。それからもう一つは、１２月の議会のな

かでも議員から提案がございましたが、絵画とか、写真のコンテスト、とくに今回はま

なざしフォトコンテストを実施をしようという考えでございます。以上でございます。   

 

（学校教育課長） 

続きまして、次の２ページ目をご覧ください。学校教育課の重点事業は３点挙げてお

ります。この３点につきましては、教育委員会の重点事業ということだけではなく、今、

佐賀市の学校が抱えている大きな学校の課題ではないかと私どもは捉えております。今

年度もこの３点について、重点事業として挙げておりましたけど、引き続き平成２１年

度もこの 3点につきまして重点的に取り組んでいきたいと思っています。心の教育の充

実、不登校への対応ですが、不登校あるいは、いじめとかそれに関わるような学校へ行

けない子どもたちに対して、いろいろな関り対応をしていくことをさらに深めていきた

い。特にその中で佐賀市の適応指導教室「くすのみ」というのが、ものすごく今、保護

者とかあるいは不登校になっている児童生徒からも其処への通級ということが、効果が
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上がってきておりますので、適応指導教室の対応につきましてもさらに充実をしていき

たい。そして学校復帰へのできるだけエネルギーを蓄えていただければと思います。 

２つ目は、学校問題解決サポート体制の充実ということで、現在３名のサポーターと

いうことで佐賀市の中学校校区を３つに分けまして、３名の方に巡回をしていただいて

おります。この学校問題解決サポートにつきましては、主に問題行動等に対しましての

学校への支援、あるいは学校との関連機関との連携を図っていただくようなかたちで予

防的な対応をとっていっておりまうけれども、これにつきましても更に、体制充実致し

まして、児童生徒が安心して学校に来れる、あるいは保護者の方が安心して学校にやれ

るそういう体制をとって行きたいと思います。 

大きな３つ目特別支援教育の充実でございますが、これにつきましては現在、生活指

導員を佐賀市内の学校に３０人配置しております。１名は学校教育課で、今は巡回相談

員として学校の要望に応じて、適宜、学校の巡回指導を行っております。そういうもの

を充実をさせながら、更に来年度には、通常の歩行が困難な、いわゆる車椅子での学校

生活を余儀なくされているような児童生徒につきまして、階段昇降機等の設置をいたし

まして、学校での生活をできるだけ安心かつ、安全に送れるようなことを図っていきた

いと思っております。以上です。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

こども課は、⑥、⑦、⑧の３点です。⑥番目の子育て相談事業の充実、これは、平成

１９年４月に エスプラッツ２階に子育て支援センターを設置いたしました。通称、愛

称と致しまして、夢ポケットと言っておりますけれど、ここは子育て中の親子が、自由

に集い、遊ぶ。そしてまた子育て中の相談を受け付けるという場所でございます。お蔭

様で、年間３万人を超す多くの子育て中の親と子どもに利用していただいております。

この機能を更に強化をしたいと考えております。まず、１点目が保健師の配置を予定し

ております。これは子育て中のお母さんが精神的な問題を抱えたり、あるいは、また子

どもの健康相談等がございます。それらに対応するために配置をするものです。もう１

点は、ファミリーサポートセンターとサポートママの事業、これは現在、こども課の方

で行っています。これは子育ての支援をしていただきたい会員さま又は、子育てを応援

したい会員様を相互に登録をして、子育ての総合支援活動を行うものですが、この事務

所をゆめポケットに移設をいたしまして、利用者の利便性の向上を図っていきたいと思

います。このゆめポケットに配置することによりまして、今現在、５時までの対応です

けれども、これを６時とか、７時、土曜、日曜も受け付けるようにしていきたいと考え

ております。 

次に、7 番目の本庄幼稚園、本庄小学校、幼少一貫教育の研究でございます。これは

今現在幼稚園、保育園から小学校への滑らかな接続を図るということで、「えがお」「わ

くわく」を使いまして、各幼稚園、保育園、小学校で連携事業に取り組んでもらってお

ります。これに加えまして、新たな取り組みと致しまして、幼児教育と学校教育の連続

性を確保いたしまして、１２歳までの子どもの育ちを充実させるために、指導内容、あ

るいは指導方法の不具合の改善、研究実践を行いまして、教育の質を高めていくという

取り組みであります。この本庄幼稚園と本庄小学校は隣接しておりますので、この地の

利をいかしまして、平成２０年、２１年の２ヵ年間、研究委嘱をいたします。この研究

成果につきましては、市内の幼稚園、保育園、それから学校に発信していきたいと思っ

ております。 

最後ですけれど８番目、保育所、幼稚園の環境整備ですが、これは富士町の森林組合

が、間伐材を利用した積み木を作ってあります。この積み木を市内の公立、私立含めま

しての幼稚園、保育園３８園と４２園 合計８０園に積み木の提供をしていきたいと思

います。そういうことによりまして、遊具の充実を図りながら子どもたちが遊ぶ機会を

増やし、健やかな成長の一助になるものと思っております。以上でございます。 
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（社会教育部副部長兼文化振興課長） 

それでは、６ページの方をご覧ください。社会教育部の新規事業と重点事業でござい

ます。最初に、文化振興課の方からご説明いたします。１番の石塚古墳保存整備事業で

ございます。石塚古墳は、旧諸富町のハートフル、丁度諸富文化体育館の南の方にあり

ます昭和６２年に発見された６世紀後半の古墳です。その古墳を２年かけて整備をする

というものです。２１年度は保存整備のための測量等の調査を行うようにしておりま

す。事業費は委託料等で２１４万円程度でございます。 

２番目は、東名遺跡等埋蔵文化財普及啓発保存事業でございます。これは東名遺跡の

発掘調査が平成２０年度、今年の３月で一旦終了致します。現地の保存地区貝塚ですが、

第１と第２は掘りあげてしまっておりますが、第３～６の貝塚につきましては、現地保

存しておりますので、そこの除草等の管理、それからまた、国交省の調整池管理施設の

一部で、東名遺跡の展示コーナーを設けるようにしておりますので、それを設置する費

用等で、５８０万でございます。 

それから３番、地域文化保存・継承支援事業でございます。これは地域に伝承されて

きております伝統芸能、祭り、地域行事などの地域資源を後世に保存継承するために、

一定の支援を行う事業です。支援内容は、ここに記載しているとおりでございます。事

業費としましては、１２０万程度を予算措置しております。 

それから、４番です。佐賀市文化会館駐車場整備事業ということで、１１ページの方

に図面が載っておりますので、ご覧いただきたいのですが、丁度、文化会館に隣接する

土地約２５００㎡を国交省の佐賀河川総合開発事務所用地として貸与しておりました。

この国交省の事務所が、兵庫町に移転いたしましたので、それに伴い佐賀市に返却され

ることになり、この用地を文化会館駐車場として活用するために、整備を行います。約

１０２台程度の駐車場スペースが、確保されることになると思います。事業費につきま

しては、２２００万円を予定しております。以上でございます。 

 

（スポーツ振興課長） 

続きまして、スポーツ振興課、新規事業の５番ですが、市立体育館、テニスコート駐

車場増設事業でございます。これは、体育館、テニスコートの専用駐車場がありますけ

れども、今の収容台数は 100 台です。それで大きなイベントがあったり、体育館とテニ

スコートのイベントが、重なった場合は駐車場が不足する事態が多く見られます。それ

で、溢れた場合に、現在は県道東与賀佐賀線の所の拡幅の部分に８０台、それからＪＡ

本庄支所に２０台と本庄小学校、城西中学校に駐車していただいておりますけれども、

公有水面等の付け替え工事が済めば、拡幅部分には停められなくなります。恒常的な駐

車場不足を解消するために、テニスコートの西側に水田がありますが、約３２００㎡を

買収して、駐車場整備を行っていきたいと思います。約１２０台停めることができます。

事業費と致しましては、４６００万円を予定しております。 

 

（社会教育部副部長兼文化振興課長） 

続きまして、7 ページの方をご覧ください。社会教育部の重点事業ということで、ま

ず、文化振興課の説明をいたします。１番の肥前国庁跡歴史公園利活用活性化事業とい

うことで、現在、佐賀市内には、肥前国庁跡歴史公園を始めとして、東名遺跡、また、

柳町周辺の歴史民俗館、大隈記念館・大隈重信生家、佐野常民記念館といろんな布石等

がございます。それを小中学生の歴史教育に活かしていこうということで、市内周辺の

布石を校外活動学習に利用した場合、バス代分に補助していこう事業でございます。も

うひとつは、肥前国庁跡歴史公園の利活用を図っていくために、１１月ごろシンポジュ

ウムを開催したいと思っています。 

それから２番目です。世界遺産暫定一覧表掲載追加項目調査事業ということで、勉強

会の方で、世界遺産についてはご説明致しましたが、いよいよ８月までに、世界遺産の

登録に向けての提言書というのをつくることになります。それまでに佐賀市に在る４つ
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の遺跡を発掘確認調査をしようということで、築地、築地反射炉跡、多布施反射炉跡、

精錬方跡。三重津海軍所跡につきましては、地権者等の了解を得ながら、確認調査を行

って、その成果を世界遺産の名言書の中に盛り込んでいきたいとそのように考えており

ます。確認調査事業といたしまして、１００万円程度の予算を計上しております。以上

です。 

 

（スポーツ振興課長） 

続きまして、重点事業の３番目、スポーツ振興課でございます。元気で長生き・みん

なでスポーツ推進事業です。これは、現在、佐賀市スポーツ推進基本計画をつくるため

に、審議会で議論していただいておりますが、今年の３月までに、この基本計画を策定

を致します。ですので、平成２１年度が実施年度の初年度となります。計画としまして

は、平成２１年度から２６年度までの６年間です。そういうことで、日常的に運動、ス

ポーツをする市民の割合、スポーツ人口を引き上げるために、ソフト事業を実施するも

のでございます。総合型地域スポーツの設立支援ということで、２０万円の８地区クラ

ブで、１６０万円。障害者競技スポーツ大会支援で、３０万円。それから公民館等でい

ろんな生涯学習活動されておりますけれど、その中に軽スポーツを取り組んだメニュー

を加えることを予定しております。それが１０万です。その他ニュースポーツ用具の整

備とか、スポーツ教室開催などで、合計で３００万円のソフト事業を計上するものでご

ざいます。 

 

（図書館長） 

続きまして、図書館ですけれども、図書館の重点事業として、市民の図書館利用の推

進ということを掲げております。これは、市立図書館、本館がオープンしまして、当初

は無制限に冊数制限もなく、借りる利用者の地域制限もしておりませんでした。それと

マナー等も悪くなってきまして、これを広く市民を中心に活用をするようにということ

で、数年前に冊数制限、それからリライトカードの導入等をしております。それとサー

ビス地域も佐賀中部広域圏ということで制限をしました関係上、利用者貸し出し件数

が、若干少なくなってきております。一番多いときは３００万冊ぐらいの貸し出しがあ

っておりましたけれども、最近では、２２０万冊超という状況となっておりますので、

利用者増を図るためには、登録者数、現在約市民の２０%が登録しておりますけれども、

これを引き上げることで、そういうことによって貸し出し冊数を２５０万冊、利用登録

者数を６５０００人まで増加させるということを目標に推進していくということを重

点事業としております。以上です。 

 

（委員長） 

これで、説明は終わりですね。新規事業より、重点事項ということで、今お話があり

ました。今のことに関しまして、ご質問等あればよろしくお願いします。よろしいでし

ょうか。また、勉強会等で気づいたことなどあれば言ってもらえればと思います。次に

いきます。２番目まなざし運動に関する経過報告についてということでお願い致しま

す。  

  

（子どもへのまなざし運動推進室長） 

別紙でお配りしておりますまなざし運動の経過報告についてという資料をご覧いた

だきたいと思います。主だったものだけ説明していきたいと思います。 

まず、１１月２７日に佐賀市ＰＴＡ協議会の方で、生活指導研修会というものが開催

されております。これは、毎年開催されておりますが、今年度はまなざし運動を内容の

中に盛り込んで、特に理念の一つでもあります「子どもの声に耳を傾けよう」というと

ころを意識して、開催をされております。当日は市内の小、中学生３０人がステージ上

にあがってですね、いろいろな意見、思いなどを発表をしておりました。当日の子ども
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たちの声を以下に載せておりますので、こちらの方もご覧いただきたいと思いますが、

ひとつ工夫されたのは、３０人の中で積極的な子どももいれば、そうでない子どももい

る。全員参加させるという意味でですね、画用紙を配って、赤と白と表裏の色がついた

画用紙を配って、ＹＥＳ，ＮＯ形式の質問タイムなどを設けながら、子どもたちが全員

いろいろな形で参加できるようなそういう内容の工夫をされていました。 

それと次のページの一番上です。１２月２０日まなざし運動の特別番組が放送されて

おります。佐賀テレビで１５分番組ではあったのですが、市のＰＴＡの取り組み、それ

から企業、地域の取り組みなどを折り混ぜながら、番組をつくって放送したところです。

この番組については、ＤＶＤでうちの方もらっておりますので、これからも説明会とか

いろんな場で映像を流したりしながら活用を図って行きたいと思っております。それか

ら、ひとつ飛ばしまして、成人式１月１１日に行われましたけれど、全会場でポスター、

昇り幟、テーマソングを流すということは行っております。それ以外で、各会場で若干

内容は違ったのですが、特に川副会場では新成人によるまなざし宣言というものが行わ

れました。右の方に写真を載せておりますが、新成人がこのまなざし活動に今後、積極

的に取り組んでいくというような宣言をされております。 

それからその下です、１月１４日から佐賀市役所まなざしデー開始ということで、記

述しております。市役所職員の運動に対する意識を高めていくために、毎週水曜日をま

なざしデーということで定めて、次のようなことに取り組んでいるところです。始業前

のアナウンスで今日はまなざしデーですよということを伝えるとともに、テーマソング

を流す。それから当日の朝礼当番の職員は、このまなざし運動にちなんだ話題を提供す

る。 

 それから、これは以前から取り組んでおりましたけれども、ノー残業デーの更なる周

知徹底を図るというふうな取り組みを始めたところでございます。それからその下、そ

の他として、チラシ関係が２点。こちらの方もお配りしておりますが、まず佐賀市ＰＴ

Ａ協議会と共同で作成しました家庭啓発用のチラシです。なかなか家庭に対するこの運

動の周知啓発が難しいということで、ＰＴＡと相談をして、今回佐賀市の小中学校全児

童生徒を通じて、各家庭へ配布を致しました。それから、新栄校区のチラシも一緒に閉

じていると思いますけれども、モデル地区の１つであります新栄地区が独自のチラシを

作ってそれぞれ自治会長さんを通じて、校区内の全世帯へ配布されております。各種団

体の取り組みなども整理されたりしながら、まずは校区の住民へ、この運動の周知を図

っていこうというようなところを狙ってこのチラシを作成されております。 

それと、その下のテーマソングのＣＤが、年末に出来上がりまして、早速学校、それ

から幼稚園、公民館等に配布をしたところです。早速小学校のほうから 3件ほど、情報

提供いただいております。給食の時間に流して、特に低学年には好評だと、それから、

音楽の時間も歌いたいという声が聞かれたということでございます。ゆめぽけっとの方

でも朝、昼、夕方とまなざし運動のテーマソングを流していただいていると。枚数に限

りがありますので、希望者全員に配布するということはできませんが、図書館、それか

ら公民館等でも貸し出しを行っておりますので、借りていただいてＭＤなりに録音して

いただくということは可能ですので、今後そういった活用もお願いしていきたいなと思

っております。 

最後ですが、佐賀市文化振興財団主催のまなざしコンサートが、２月７日の日に開催

されます。これはチラシのほう一緒に閉じておりますけれども、当日はテーマソングま

なざしアーチ作曲者である弓削田さん、それとキック・オフ・イベントの際に歌ってい

ただいた、ＭＯＮさんとのジョイントコンサートになります。当日はポスター、昇り旗

も掲示して、このまなざし運動のＰＲコンサートとしても周知を図っていきたいと思っ

ており、財団の方とも打ち合わせをしながら、準備を進めているところでございます。

以上です。 
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（委員長） 

今のことにつきまして、ご質問等あればお願いします。ないでしょうか。なければ、

次いきます。３番目の佐賀市立小中学校における教育実習実施要項の制定について、お

願いします。 

 

（学校教育課長） 

現在、佐賀市内における小中学校での受け入れにつきましては、大きく２つございま

す。ひとつは、佐賀大学第４附属である本庄小学校、城西中学校を中心に、佐賀大学の

文化教育学部教員養成課程の学生を受け入れております実習のかたちと。それから、こ

こに挙げております、いわゆる佐賀市内の各学校が受け入れております母校実習といわ

れる自分の出身校に行って、必要な免許を取るための教育実習を行うという大きくの２

つがございます。実は佐賀大学が、来年度から文化教育学部教員養成課程学生以外の学

生、経済学部とか、理工学部そういうのも含めて、いわゆる中学校の免許を取るために、

佐賀市の中学校での教育実習をお願いしたいということで、教育委員会の方で、そうい

うのを一括して調整していただきたいというお話があっておりまして、すでに協定を結

んでおります。実は、それと相まって、佐賀大学の教育実習を引き受けた場合には、こ

れまで出身校にきておりました母校実習をしていた学生については、それぞれの小学

校、中学校で教育実習の事務的な処置をしていただいておりましたけれども、今回のよ

うなかたちになった場合には、佐賀市の小中学校としては、きちっと統一した方がいい

ということで、ここに、今示している実習要項、これは母校実習に関わる分ですけれど

も、佐賀大学の他学部の学生と同じような形で、教育委員会が事務的なとりまとめをし

ながら、それぞれの学校に引き受けていく。そうしないと佐賀大学の他学部の学生がく

るのと、同じような形にしていかないとどうしてもシステム上、上手くいかないのでは

ないかと考えまして、こういう要項を作って、これに基づいて、母校実習の学生も受け

入れるように移行しております。先ほど申しましたように、手続き等につきましては、

佐賀市教育委員会学校教育課内で、この母校実習の受け入れを、それぞれの大学とやっ

ていくということで、全国の大学等に、２月中にこの要項を配布したいと思っておりま

す。そして母校実習を希望される学生については、うちのほうに学校、大学から申し出

をしていただくと。それをうちの方で調整しながら、来年度の教育実習に受け入れる。

平成２３年度から、西九州大学の方にも、子ども教育学科ができて、また、小学校の方

で教育実習等の免許を取るために必要になっていくということで、西九州大学の学生さ

んについても、佐賀市の方だけではないのですが、主に佐賀市の小学校の方で引き受け

ていただきたいという事もありまして、今後こういうことが出てくるだろうということ

で、一括して委員会の方で事務的処理をしながら、教育実習については進めていきたい

と考えております。 

１６ページの方をご覧いただきたいと思います。事務手続きと合わせまして、教育実

習に関わる実習費の問題が実はございました。これにつきましても、県が、今どのよう

に高校等などにつきましてもどうなっているのか問い合わせまして、これはここに書い

ておりますように、教育実習費１週間当たり、一人５千円。これは、県に準じて考えて

おります。これにあわせて佐賀大学の教育実習につきましても、一律同じような形でや

っていきたいと考えております。実習に必要な経費については、佐賀市の方に納めてい

ただくと。それをそれぞれ佐賀市に収めていただいた分を受け入れた学校の方に必要な

経費として渡すという形で、教育実習については今後やっていきたいと。これを要項に

まとめて進めていきたいと考えております。以上です。 

 

（委員長） 

今の説明につきまして、質問があればどうぞお願いします。 
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（Ｃ委員） 

幾つかありますけど、まず１５ページの「受け入れ要件」のところで、上から３行目

の後ろの当たり、教育職に携わるのに必要な所定の単位を「所取得」する見込みとある

んですけれど、これは「取得」でいいんですか。 

 

（学校教育課長） 

「取得」です。 

 

（Ｃ委員） 

それと、実習生は事前に、実習校との連絡を取って事前打ち合わせを受けることだと

か、必ず保険の損害賠償が含まれているものに加入することとか、麻疹の抗体検査など

の結果の提出などがもられていないのですが、もうひとつは、教育実習生の心得とかの

ところとか、知りえた児童生徒の成育暦、家族関係などを漏らしてはいけないと書いて

いた方がいいと思いまして。もうひとつですが、もしふさわしくない行為などが行われ

た場合は実習停止を命じることができるというような、強い言葉も必要ではないかと思

いましたけれども、それはどうなんでしょうか。麻疹抗体検査については、文科省から

私どものところに通達が、毎年毎年来ているんですけど、あるいは保険のことだとかは、

実習生のところの上から５番目にありますよね。「実習生の責めに帰する事故につい

て」と、費用などはどうかなと思いまして。   

 

（委員長） 

挙げられた項目は五点ですか。 

 

（Ｃ委員） 

はい、一番初め、私が言ったことは、早い時期に実習校と実習生が打ち合わせをする

という事前打ち合わせと、損害賠償が含まれる保険に加入することとか、麻疹の抗体検

査を提出させるとか、実習心得のところで知りえた個人情報を漏らさないこととか、ふ

さわしくない行為をした時には、途中でも辞めさせること。そのような項目を入れてお

いた方がいいのではないかと思いました。 

 

（委員長） 

今の 5点ですね。学校教育課の方は、今の点どうですか。 

 

（学校教育課長） 

ありがとうございました。私どもも、今後、検討させていただきたいと思います。た

だ、先ほど言われました教育実習の実際の受け入れにつきましては、うちの方で許可し

ます。ただし、いつから、いつまでというようなことにつきましては、学校と学生さん

が事前に連絡を取り合って、そこは調整していかないと、うちがそこまではなかなかで

きませんので。要するに、例えば、Ａ学校で来年度教育実習を受け入れたいと、希望と

しては５月から、６月くらいという具合でうちにきた場合に、うちの方でそこを調整し

て、学校に依頼します。その後、実際にどのように進めるかということについては、学

校と学生さんで実際に打ち合わせをしていただかないと私どもはなかなかそこまでは

できないだろうと思っております。あと、麻疹の抗体検査、それから何かあった場合の

事故等の保険、それから知りえた個人情報を漏らしてはいけないということ。それから、

ふさわしくない行為については、もしあった場合には、今後、私どももこれに加えるか

どうか是非検討していきたいと、当然、そういうことは最低限必要なことだと思ってお

ります。 
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（Ｂ委員） 

補足ですが、私も大学の教員をしているものですから、それに対して、学生とただ学

校という関係だけではなくて、加えて大学には指導教員がおりまして、問題になる学生

のときには、学生と学校と直接するよりも指導教員を入れて指導するとか、対応すると

いうように、二重構造にしておいた方がいい。 

 

（委員長） 

ほかにございませんか。受け入れる、収容人数もあるんでしょう。 

 

（学校教育課長） 

 そこのあたりもありますので、うちの方が全部いいですよとすると学校側が困ること

になります。上手く調節していかないといけません。また、そこの学校の先生が、その

教科につきまして、どうしても受け入れがたいということもあります。   

 

（Ｂ委員） 

周知したりする時期もありますよね。 

 

（委員長） 

 今出された点に関しましては、学校教育課でもう少し掘り下げていただくということ

でお願いいたします。次に、４番目いきます。松梅児童館、佐賀市母子生活支援施設高

木園の指定管理者の指定についてお願いします 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

２２ページ、２３ページです。２２ページが松梅児童館の指定管理者の指定、それか

ら２３ページが佐賀市立母子生活支援施設高木園の指定管理者の指定でございます。こ

れは本年度末で、３年間の指定管理者の指定が満了となります。そのために、平成２１

年度以降の指定管理者を指定する必要がございます。そのため３月議会に議案として提

出をするものであります。 

まず始めに、２２ページの松梅児童館でございますが、この松梅児童館は松梅地区に

保育所、幼稚園がなく地元の要望によりまして、就学前児童の保育の場、保育所型児童

館と致しまして、昭和４１年に開設をしております。以降、当時は大和町でございます

が、社会福祉協議会に管理運営を委託してまいりました。平成１８年度に、指定管理者

制度ができまして、指定管理者を社会福祉協議会を指定したところです。この指定管理

者制度につきましては、公募が原則でございますが、この施設につきましては、今、申

しましたように地域に密着した部分がある、また小規模の保育所を行っているという地

域の特殊事情がございます。そういうことで随意契約によりまして、社会福祉協議会を

指定管理者として指定をしてきたところでございます。この状況につきましては、現在

も同様な状況でございます。そういうことで、平成２１年４月１日から、平成２４年３

月３１日までの３年間、同様に社会福祉協議会に随意契約を致しまして、指定管理者に

指定していきたいと考えております。 

次に、２３ページの母子生活支援施設高木園の指定管理者の指定についてでございま

す。これにつきましても同様に今年度末で３年間の期限が満了致します。そういうこと

で、昨年の７月に指定管理者の公募を致しました。条件といたしましては、３点ござい

まして、１点目が市内に拠点を置くところ、それから２点目が社会福祉法人、それから

３点目が説明会に出席をするものということで公募をいたしましたが、佐賀市の社会福

祉協議会のみでございました。ということで、１０月に指定管理者の審査委員会、それ

から１１月１４日に２回目の指定管理者審査会を行いまして、応募がありました佐賀市

社会福祉協議会に決定をしたろころです。指定管理者につきましても、先ほどと同様に

平成２１年４月１日からの３年間指定するという考えでございます。以上でございま
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す。 

 

（委員長） 

４番目の指定管理人の指定につきましてでしたけれど、如何でしょうか。よろしいで

しょうか。次は、５番三重津海軍跡と歴史のまちシンポジウムについてということで、

お願いします。 

 

（社会教育部副部長兼文化振興課長） 

それでは、別冊のカラー刷りの一枚のチラシです。これは報告というよりもシンポジ

ウムのご案内ということで、説明させていただきたいと思います。先ほど世界遺産につ

いて若干重点事業で述べましたが、今回、「幕末佐賀遺産の世界遺産入り可能性を探る」

ということで、世界遺産シンポジュウムが開催されます。日時は、平成２１年２月２１

日、土曜日、１３時から、場所が佐賀大学理工学部６号館１階、都市工学科大講義室と

いうところで開催されます。それで、この中で１番のポイントは、基調講演でスチュア

ートスミスさんというイギリスの方なんですけど、その方が来られます。このスチュア

ートスミスさんという方は、ユネスコ世界遺産の審査員の一人ということです。この方

がＯＫを出さないと世界遺産に選ばれないというくらい権威のある方です。その方が佐

賀の幕末佐賀遺産ついては、非常に興味を持っていらっしゃって、昨年の丁度、今頃、

２月にお忍びで三重津の海軍跡にこられて調査をされているということを聞いており

ます。ということで、このスチュアートスミスさんがどういう講演をされるかというと

ころが、非常に興味あるところでございます。それで教育委員の方々に置かれましても

是非、ご参加をお願いしたいなと思いましてご案内いたします。以上です。 

  

（委員長） 

２月２１日のご案内でした。ちなみに、反射炉の方は、どうですか。 

 

（社会教育部副部長兼文化振興課長） 

一応、この三重津海軍跡がメインなんですけれど、その中で、今回の反射炉、要する

に幕末佐賀藩の近代化ということでの反射炉、精錬方のことについても触れられると思

います。メインは、三重津海軍跡になっております。 

 

（委員長） 

次いきます。２００９年佐賀市成人式についてということで、先ほど教育長の報告の

中でありましたように、教育委員も参加されましたのでということにつきましては、報

告があってからお願いします。 

 

（青少年課長） 

２４ページをお開き下さい。１月１１日の成人式の日には、教育委員さんにおかれま

しては、公私共にお忙しい中、ご出席いただき、また式場の式辞をお読みいただきまし

たことに厚くお礼申し上げます。 

それでは、２４ページの内容でございますけれども、各８会場の式典の内容とまた参

加した新成人の数をあげております。式典の内容につきましては、合併新市につきまし

ては、合併前の式典の内容をそのまま引き続き踏襲したという形になっているのがほと

んどでございます。また、式典の内容につきましては、以上でございまして、ほとんど

のところが順調に行ったわけでございますけれど、残念ながら佐賀市の市民会館の会場

におきましては、マスコミ等の報道でもうご存知かと思いますけれども、新成人の妨害

等もございまして、今後の警備の在り方についても、また、今後検討を加えていかなく

てはならないと考えております。内容等につきましては、舞台の袖のほうで市長の式辞

を途中で妨害したということがございまして、また、その後に、騒いで声をあげたりと
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いうことがありました。そういう妨害がされたということで、こちらの方も反省してお

ります。また、会が終わりました後には、表のほうでは酒を飲んだ新成人同士の喧嘩が

あったりとか。また駐車場の入り口のバーを曲げたとかあっておりました。また暴走行

為を繰り返したというふうなことも見受けられたようで、そのあたり等について、佐賀

警察署とも今後対応等を考えながら防止策を検討していきたいというように考えてお

ります。  

 

（委員長） 

それでは、Ｄ委員さんの方から行きましょうか。 

 

（Ｄ委員） 

私は、久保田の方に行ってきました。人数は８０名超ということで、人数に対し会場

の大きさが丁度良かった。みんなの顔が見れるし、壇上に代表の方が上がっても、後ろ

の方にいらっしゃる保護者の方の顔が見れると。そういう会場でするのも空気を乱す子

どもが一人としていなかった。そういう方法もひとつ考えられるかなと思いました。そ

れと、式典が終わった後に、全く自分の子どもがいないＰＴＡのＯＢの方が、小学校の

タイムカプセルを掘りあげて、泥まみれになって持ってきておられるのを見て、ここは

みんなでお祝いをしてあげるという気持ちを大事にされているなと感じました。  

 

（Ｅ委員） 

私は、富士町の成人式に行ってまいりました。当日５０名弱だったかと記憶しており

ますが、こちらの表ですと４４名の出席者の皆さんで、人数は少なかったので、一人ひ

とことずつ新成人が豊富を述べられて、みんな自分の順番が回ってくるんで、みなぎる

緊張感という感じで、静まり返っていて、皆さん真剣に、なんと話しをしようかなとさ

れていて、自分自身もちょっと参加するっていう場所があると、皆さんそれぞれ責任の

ある対応をされるのかと思いました。格好というか、女の子の振袖が結構派手でしたが、

格好はすごい方も、話されることは将来の抱負とか、今看護士の勉強をしていますなど、

そういう感じで、しっかりされていて良かったなと思いました。以上です。 

 

（Ｃ委員） 

私は、東与賀に行かせていただきもらいました。新成人の実行委員会がありまして、

その新成人の実行委員の方たちが司会進行をしておりました。非常に静粛な中で、行わ

れまして、来賓の方も多数みえられてました。立食ティパーティの折に、何人かの新成

人の方たちとお話をしましたけれども、いろんなこれからの自分が、社会に出る意識は

非常に高かったと思います。ある方は専門学校にいってＩＴ関係の勉強をしていて、将

来はそういう道に進みたいとか。私は、自動車の専門学校に行って、就職は決まってい

るけど、自動車業界は厳しいけど頑張るとか。ソウルに留学していて、通訳になるとか

ですね、今看護士をしているとか、そういうそれぞれの目標をもって頑張っている姿を

見て、非常に頼もしいと思いました。 

 

（Ｂ委員） 

私は、川副の会場に行きました。運営委員が新成人の中で決められてまして、司会進

行あるいは、プログラムも作っておりまして、先ほど、まなざし運動の報告でもありま

したように、新成人の方からまなざし宣言をするというようなことが、計画されていま

した。式典が１時間、多少私語が幾つかあったようですが、厳粛な中に無事に済みまし

た。その後は、中学校の恩師に花束を贈呈して、あと同窓会といいますか、写真撮影な

どがあって、同じ仲間が地域でお互いにお祝いをしている雰囲気で、和気あいあいで良

かったと思います。 
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（委員長） 

私は、諸富の方に行ってまいりましたけれど、規模的にも丁度いい具合の規模で、運

営委員の方が分担をして、運営をされておりました。一番最後に、交通安全宣言をされ

ました。大変厳粛でいい式典ではないかなと思いました。旧佐賀市でのことについては、

新聞で見落としてましたけれども、次の日に、市議会議員さんから電話があり、実は、

旧佐賀市ではこうことだったよということで、お前の方はどうだったかというふうに聞

かれて、私はよかったよということを応えました。ずいぶん前、佐賀市でも問題があっ

た時代がありましたが、またそういうのが出てきたのかなと残念に思いました。今後そ

ういうことが無いように、難しい問題ですけれど、もう一度考え直さなければいけない

と思いました。それでは、教育長お願いします。 

 

（教育長） 

私は、大和に行きました。始まる前は、若干私語が多かったなと思ったんですが、こ

の２４ページの表にありますように、大和は、２時から始まり、３０分で式典が終わり、

その後、外に出て記念撮影ですから、式そのものは本当にあっという間に終わったんで

すね。こういうスピーディにやるのもひとつの方法かなと思いましたが。私は今まで、

諸富と富士に出て、成人が一言ずつ自分の話なんかするのも凄くいいなと思ったんです

が、スッと終わって、これもひとつの方法かなと思いました。私が、冒頭の話の中で言

いましたのは、１箇所でもいかがなものかという声が、佐賀市教育委員会主催の中で行

われている事業に在った時に、教育長として、どう考えているんだと、実は私も何人か

の方から言われたんですね。こういうことに関して、佐賀会場でのことなんですが、何

度もいろんな人に、地域の方からも問われましたので、又来年度の話になるかと思うん

ですけれども、何か１つでも、２つでもこんな風にしたらいいんじゃないかということ

を聞かしてもらうと、担当の青少年課も１年越しの計画になるのですが、準備していた

方がいいのかなと思います。ちょっと私が聞いているのは、あの佐賀会場の新成人が、

佐賀会場への出席者なのか、他会場が早く終わっているので、佐賀の３時からのこれに

合流してきた者なのか、その辺は青少年課の方は把握できていますか。  

 

（青少年課長） 

はっきり分かりません。 

 

（教育長） 

わからないってことですね。やはり千人から集まると群集心理でどうしても、そうい

う若い人がでちゃうのかも知れないですね。 

 

（委員長） 

何年か前は、佐賀市はひとつでしたから、ひとつでやっておったんですが、やっぱり

いろいろ問題がありまして、会場の中にまず入らないですね。会場の外でわいわいと収

集がつかない状況でやっておりました。それではいけないからということで、１回は私

たち主催者が外に出ようということで、外でわいわいやっているところでしたんです

が、全く市長さんの挨拶を全然聞かない。向きもしないということで、市長さんも確か

怒ったんじゃないですかね。あれじゃいかんということで止めようという経過があっ

て、やはり沢山の人のいる所で誘導してやるのは並大抵じゃなと思いました。その後、

新しく加わった会場は、本当にすばらしい会場ばかりでございました。 

 

（教育長） 

だから、佐賀会場の新成人も 100 人くらいのグループにしてやれば、そんなに目立っ

たことはしないのではないでしょうか。 

 



  17 

（委員長） 

もちろん、校区でやればできると思いますよ。お互い顔見知りでもあるし、知り合い

の方々も沢山見えてますし、まず、自分が見えますよね。逆に自分もみられますよね。

そういう意識が働きできないと思います。 

しかし、全校区を回るというのは現実論として、ですね。 

 

（教育長） 

開催時間を揃えるというのは、合流してきている新成人がいるんではないかなと思う

からです。社会全体で新成人になったことを祝ってあげる場を準備しても、何人かの者

が式をみだすようなことがあるならば、どのようにしていったらよいかを考えたいもの

です。 

 

（Ｅ委員） 

例えば、出身校区ごとに席を、ブロックごとに割り付けてはどうですかね。 

 

（Ｂ委員） 

現実的に、佐賀会場ではできないと思います。 

 

（委員長） 

まず、入らないのではないかな。 

 

（Ｂ委員） 

だから逆に、中学校の体育館ですればいい。校区ごと出身校の同窓会の雰囲気になれ

ば、恩師もいるので、ある程度まともに聴きやすいところはあります。 

 

（Ｃ委員） 

 しかし、場所の確保が難しいですね。 

 

（委員長） 

難しいでしょう。 

 

（Ｅ委員） 

佐賀会場は、実行委員なんかはたててありますか。 

  

（委員長） 

もちろん旧佐賀市も実行委員あります。前は実行委員はなかったんですが、それでは

いかんということで、新成人を実行委員にして、やっていますが、実行委員があれだけ

の人数、全体を把握するのは難しいです。教育長が言われた時間が３時というのも。そ

れよりも１０時くらいに、少し厳粛なうちに目覚めないうちに、お祝い事は朝にきちっ

とやるというのがいいのかと思いますが。 

 

（青少年課長） 

成人式には、美容院を始め様々な業者の方も関わっておられますので、午前中開催と

いうことについては、検討を要すると思われます。 

 

（Ｃ委員） 

会場を２つに分けることはできますか。市民会館と文化会館の２つにはできないです

か。 
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（委員長） 

それはできないことはないでしょう。 

 

（Ｄ委員） 

分けてもちゃんと実行しない限り、バラバラしても。市内以外からからきている子も

いるかもしれないし、その辺の把握もちゃんとしないと。 

（Ｂ委員） 

さっき、意見が出ました立食パーティが業者さん方との絡みがありますから、立食パ

ーティが果たして必要なのか、するかしないのか。立食パーティは果たしているのかな

というのが私あるんですが。 

 

（委員長） 

しかし、今回の問題は立食パーティのところじゃないでしょう。本会場のところで騒

いだということですから。 

 

（Ｅ委員） 

 時間的にも、他所で１回盛り上がってお酒も入ったという頃合でしたという可能性は

ないですかね。 

 

（委員長） 

 それぞれの会場で同窓会や仲間もいますから、その後、２次会等もあっておりますか

ら、佐賀会場まで来ないでしょう。この中で名案は出てほしいんですけれど。 

 

（Ｄ委員） 

ＴＶかなんかで見たんですけれど、どっかのこういうような状況のところも、中学校、

高校ときに目をつけていた子どもに、成人になる時に太鼓をさせたんです。ああいうの

をさせて、結局人前で何かをさせてやった喜び、今度その子達が成長したときに、押さ

えがきくと思うんです。そういうのも考えるひとつの手立てではないかなと思うんで

す。 

 

（委員長） 

 では、ひとつ宿題にして、それでは、７番の図書館サービス計画について、お願いし

ます。 

 

（図書館長） 

それでは、別冊になっております佐賀市立図書館サービス計画（案）について説明を

させていただきます。このサービス計画につきましては、年末の１２月１１日の議会、

全員協議会で説明した内容に沿って、昨年１２月の定例教育委員会で図書館の全容、こ

れまでのサービスの経緯などを踏まえまして、これからのサービス計画の概要をお話し

たところです。その折、西与賀公民館への分室の設置に関し、こういう問題がおこって

おりましたので、そのことについては、非常に困難で見送るという中間報告を行ったと

ころです。先週の１月２３日の金曜日に図書館協議会、これは学識経験者、それから一

般公募１２名さんがいらっしゃいますけれども、図書館協議会を開催しまして、各委員

の方のご意見も集約して、この（案）として作りあげております。 

なお、今後のスケジュールですけれども、来週２月２日に市議会の文教福祉委員の研

究会で、報告説明を行う予定をしております。それから２月の１０日から１ヵ月間パブ

リックコメントを実施し、年度末までにはなんとか完成をさせたいなと思っているとこ

ろです。今回は、この計画案として、２９ページにまとめております。中身に入ってい

きますけれども、これにつきましては５章だてとしております。それと後、参考資料と
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して、市民アンケート、図書館条例等をあとにつけております。 

それでは概要ですけれども、一応１２月にも概要説明させていただきましたけれど

も、３ページをよろしいでしょうか。第１章で、佐賀市立図書館の現状と課題というこ

とで、１番目に地理的条件、社会的条件ということで書いております。ここでは合併に

よる行政エリアの拡大に伴うサービスの広域化、そういう中で一方で人口減少の時代に

突入するということ。これによって超高齢者社会がすぐそこにやってきているというこ

とも踏まえております。それとこういう中で、中期財政計画で、財源不足がおこるとい

う内容、高度情報化がどんどん進んでいるというこういう内容について 一応記述をさ

せてもらっております。 

次に、５ページの２番目ですけれども、ここで図書館サービスの現状と課題というこ

とで述べさせてもらっておりますけれども、現状につきましては、図書館の設置の状況、

あるいは小中学校の支援の実態、それから利用状況について述べさせてもらっておりま

す。これが一応９ページまで載せていただいております。１０ページに市立図書館の決

算の推移ですけれども、真ん中あたりに書いておりますように、この決算額の推移につ

いては施設数は増加しておりますけれども、全体経費というのは、当初、１９９６年、

平成８年ですけれども、この当時の経費とほとんど変わりないということで、非常に施

設が多くなっている中で、全体経費が横ばいということです。それについては、どうし

てもそのしわ寄せというのが資料費、書籍の購入等に、しわ寄せが来ているという内容

を書いております。１１ページのほうに図書館のサービスの課題ですけれども、財源が

乏しい中で、いかにバランスの取れたサービスを行うか。それと図書館の魅力をいかに

一般の市民の方に伝えるか、広報のやり方、こういうのが大きな課題になるのではない

かなということで掲げております。 

それから次の１３ページ第２章ですけれども、こちらの方に図書館としての基本理念

を掲げております、市民と共に育つ図書館ということを掲げまして、市民の教養、文化、

生涯学習の拠点、それから、地域の社会の文化の架け橋となるということをあげており

ます。基本方針には３つ掲げておりまして、ひとつは情報拠点、２番目が生涯学習の拠

点、３番目に市民の交流の場、こういうものを基本方針として掲げております。 

次に、１４ページですけれども、ここから第３章ですけれども、図書館サービスの計

画ということで、まず第一に、サービスの目標を掲げております。これは、昨年度の平

成１９年度末を対象に、これから、一応、平成１５年度までをみこしておりますので、

２００７年度、それから２０１０年度、２０１４年度ということで、この推移をこのよ

うにサービスの目標として掲げていきたいと。まず、２００７年度末につきましては、

市民の登録率が丁度２割くらいになっております。これを平成１０年度は２７％くらい

まで引き上げ、それから平成１５年度までには３０％以上になるようにしたいと考えて

おります。④で市民の年間貸出点数ということで書いております。これは１９５万点く

らいですけれども、今、図書館の統計数字としては、広域市町村圏まで含めて、２２８

万点の貸し出しがあっておりますけれども、本来の市民だけに限りますと２００万点を

若干下回っているという状況となっております。市民一人当たりの年間貸出し数にしま

すと、８．２冊程度となっております。これは、２００７年の全国の年間貸し出し平均

では、５．２冊ですので、佐賀市は全国平均よりも３冊ほど上回っております。これを

２０１０年度に９点、２０１５年度には１０点以上にしたいというように考えておりま

す。 

次の２番目以下ですけれども、１７ページまで具体的なサービスの実施方法を個別に

記述をさせていただいております。 子どもから、お年寄りそれからいろんなハンディ

ーキャップをお持ちの方に対するサービスそういうものについて、記述をさせてもらっ

ております。 

１８ページから第４章としまして、施設の整備計画ということで、整備計画の基本的

指標というものをまず書いておりまして、これにつきましては、基本指標としまして、

貸出密度というものを掲げております。これにつきましては、少しページが飛びますけ



  20 

れども、２１ページから２５ページまで、それぞれ小学校区別の人口一人当たり年間貸

出点数が、どのようになっているかを図で表わしております。２１ページで見ていただ

ければわかるように、大体旧佐賀市については、ほとんど平均以上という状況になって

おります。やはり、山間部、そして南部のほうが若干貸出点数が少なくなっているとい

う状況であります。２２ページにつきましては、本館を利用する方の貸出状況ですけれ

ども、どれくらいの点数かということで、点線で輪をかいておりますけれども、半径１

キロずつを示しております。本館の利用というのは、大体半径４キロから５キロ以内の

方がほとんど利用されております。次の２３ページにつきましては、分館の利用状況で

は大体半径２キロになっております。この中で利用されているという状況です。２４ペ

ージは、開成分室と高木瀬分室、巨勢分室、この３つの貸出状況ですけれども、この点

線が半径 1キロ以内となっております。２５ページが鍋島分室、金立分室、本庄分室と

いうことで表わしています。以上が貸出密度を地区別に表わしたものです。こういうも

のを参考に、１９ページの２番目に整備の基本方針ということを書かせていただいてい

ります。現在、限られた財源の中でいかに公平に利用しやすい図書館として整備してい

くのか、非常に難しい問題がありますけれども、現在の整備状況を基本として、今後の

設置基準を真ん中から下の方に、設定をさせていただいております。 

まず、設置基準ですけれども、既存の図書館施設から２キロ以上離れていることを前

提として、分館につきましては、半径２キロ以内に概ね１万人以上が居住すること。分

室については、半径１キロ以内に概ね５千人以上が居住することという基準を今回設け

させていただいております。但し、いろんな条件がありまして、これに該当しない所に

ついては、自動車図書館も持っておりますので、これで対応するということになってお

りますけれども、２回合併を行いまして、合併後の南部地域につきましては、合併新市

計画を基本に、地域の実情に応じて対応するという、少しファジィな部分を書かせてい

ただいております。尚、現在の分館、分室については、当面存続するということにして

おりますけれども、なかなか財政状況が、今後どう転がっていくのかわかりませんけれ

ども、非常に図書館を取り巻く環境が、尚一層厳しい状況に直面するということになっ

た場合は、既存施設の縮小等も検討課題になるということで、記述をさせていただいて

おります。 

飛びまして、２６ページ最後の章ですけれども、運営計画について記述をさせていた

だいております。これからの運営の基本としましては、図書館の書籍、資料につきまし

ては新鮮な魅力ある資料の収拾が必要であると我々は認識しております。そういう中

で、広報の充実で利用者をどうやって増やすかという問題。それと今後、学校図書館、

あるいは公民館分室など、今の既存の図書館以外との連携をどうやって強めていくかと

いうこと。それとボランティアの活用、いろんなボランティア団体がございますけれど

も、図書館の応援的なボランティア団体もいっぱいありあます。そういう団体の活用、

それから市民との協働をいかに進めていくかということで、その具体的なやり方を考え

ていきたいということで、１１項目に渡って書かせていただいております。概略ざっと

お話をさせていただいて申し訳ないんですけれど、以上のようなサービス計画をつくり

まして、今後パブリックコメントを実施したい考えております。以上です。  

 

（委員長） 

今、ご説明ありましたけど、何かご質疑ありましたらどうぞ。よろしいですか。  

それでは一応報告は全て終わりました。何か追加のご報告、また委員さんの方から何

かありましたらどうぞお願いします。 

 

（青少年課長） 

お配りしております冊子は、昨年１１月７日の少年主張大会の冊子がまとまったもの

でございす。各学校に今月２３日以降に配っております。教育委員の皆様に参考資料と

して、お配りいたしましたので、よろしくお願いします。 
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（委員長） 

何か他にございませんでしょうか。なければ、これを持ちまして１月の定例教育委員

会は、終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


